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概要

このドキュメントでは、リングをモニタする双方向回線を作成するための簡単な手順が示されて
いるラボ設定を紹介します。回線は、DS1 または DS3 ボードのポートの転送レッグで開始し、
リングを横断します。回線は、同じボードの 2 番目のポートで物理的にループされ、元のポート
のリターン レッグに戻ります。このドキュメントの手順は、双方向ライン スイッチ型リング
（BLSR）と単方向パス スイッチ型リング（UPSR）の両方の回線に使用されます。

注：監視回路は、双方向構築回路でのみ行われます。モニタリングは、DS1/DS3/EC1カードから
テストセットへの単方向回線パスを構築します。一方向（単方向回線）をモニタするブロードキ
ャストビデオなどのドロップ回線を作成します。

このドキュメントで使用されているトポロジを次に示します。トポロジでは、モニタ回路のエン
ドポイントは同じノード上の同じボード上にあります。この手順は、エンドポイントが別々のノ
ード上の別々のボード上にある場合にも同様に有効です。この手順は、UPSR、BLSR、Linearな
どのさまざまなトポロジタイプで実行されます。モニタ回線は、EtherSwitchタイプの回線では使
用されません。



前提条件

要件

次の項目に関する知識があることが推奨されます。

Cisco ONS 15454リング/トポロジの設定。●

ONS 15454 Cisco Transport Controller(CTC)GUIの使用●

Tberd DLIまたは同様のテストセットの使用。●

高密度波長分割多重(DWDM)分析専用の光アナライザ(光スペクトラムアナライザ(OSA)は使
用しません)。

●

使用するコンポーネント

このドキュメントの情報は、すべてのCisco ONS 15454ソフトウェアバージョン2.x以降に適して
います。ただし、これは次のソフトウェアバージョンに基づいています(Cisco Bug ID
CSCse5555)。

Cisco ONS 15454ソフトウェアバージョン3.0.3、3.1.x、3.2.x、3.3.xおよび3.4.x●

このドキュメントの情報は、特定のラボ環境にあるデバイスに基づいて作成されました。このド
キュメントで使用するすべてのデバイスは、初期（デフォルト）設定の状態から起動しています
。対象のネットワークが実稼働中である場合には、どのようなコマンドについても、その潜在的
な影響について確実に理解しておく必要があります。

表記法

ドキュメント表記の詳細は、『シスコ テクニカル ティップスの表記法』を参照してください。

モニタ回路の接続、テスト、作成
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これらの手順では、テストセットがポート2に接続されています。ポート1は、クラス5スイッチ
に接続されたライブトラフィックです。2つのポート（ポート1のライブトラフィック）と（ポー
ト2のモニタ回路）の間にローカル単方向（単方向）回線が一時的に作成され、接続と信号のパフ
ォーマンスがテストされます。回線はリングを通過します。次に、モニタ回路がポート2に作成さ
れます。テストセットは、テストセットの受信入力とDSXパネルのモニタまたは送信ジャックの
間に直接接続されます。ポート1のライブトラフィックと一致するようにテストセットが適切なコ
ーディングおよびフォーマットに設定されていることを確認します。この例は、『Cisco ONS
15454リファレンスガイド、リリース3.4』を参照してください。

「プライマリの双方向回線のトラフィックを監視するために、セカンダリ回線を設定できます。
次の図は、モニタ回路の例を示しています。ノード1では、EC1-12カードのポート1からVT1.5が
ドロップされます。VT1.5トラフィックを監視するために、テスト機器はEC1-12カードのポート
2に接続されます。ポート2へのモニタ回線はCTCでプロビジョニングされます。回線モニタは一
方向です。この図のモニタ回路は、EC1-12カードのポート1で受信されるVT1.5トラフィックを
モニタするために使用されます。

注：モニタ回線はEtherSwitch回線と併用できません。

ノード1では、モニタ回線はポート2の送信レッグからスロット2のテストセット(DS1-
14/DS3/EC1)カードの受信側に発信されます。ライブの双方向信号はリングを通過します。ノー
ド2を通過し、DS1-14/DS3/EC1カードのポート2の受信レッグに到達します。回線は物理的にル
ープされているか、ポート2 DS1/DS3/EC1カードの遠端ノード2でソフトウェアループされてい
ます。その後、信号はノード1と逆方向にリングをループバック、戻り、通過します。

ビットエラーレートテストセットの接続

次の手順を実行して、ポート2のアナライザを接続し、遠端ノード2のスロット2のDS1-14カード
のポート1を物理的にループさせます。

ノード1では、アナライザはスロット2のDS1-14カードのポート2に接続されています。アナ
ライザがポート2に接続された後、ノード1にループバックが挿入されていないポート1でア
ラーム表示信号(AIS)-DS1状態が表示されます。注：AISはテストセットに対するオール1出
力です。

1.
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ノード1で、スロット2のDS1-14カードのポート2を物理的にループします。2.

接続デバイスのテスト

DS1-14カードのポート1と2の接続をテストするには、ポート間に一時的なテスト回路を作成しま
す。一時回線の名前はTEST1です。

これらのポートをDS1-14カードにインサービス接続することで、ポート1と2をアクティブ
にします。

1.



DS1-14カードのポート1と2がアクティブになると、AIS-DS1状態が表示されます。

DS1-14カードのポート1と2がインサービスの場合にAISアラームが生成されます。

2.



DS1-14カードのノード1、スロット2、ポート1からノード2、スロット2、ポート1への接続
と、ノード1、ポート2（テストセットへの単方向回線）からのモニタ回線を確認します。

テスト回路の送信元（ノード1）は、DS1-14カードのポート1です。回線タイプとDS#を選

3.



択します。 テ
スト回線の宛先（ノード1）は、DS1-14カードのポート2です。回線タイプとDS#を選択し

ます。 [Finish]を
クリックして、一時的なテスト回路の作成を確認します。単方向回線は、テストセットモニ
タリングジャック（受信ジャック）に構築されます。

ステップ2で生成されたAISアラームがクリアされたことを確認します。4.



次に示すように、ポート2で物理ループを開くと、信号消失(LOS)アラームが発生します。

ポート2の物理ループを閉じると、AISアラームがクリアされます。

5.



一時的なテスト回路を削除できます。6.

リングの周囲にモニタリング回路を構築する前に、アラームのリストをチェックして、エラ
ー状態が存在しないことを確認します。

7.



3つのノードを使用した監視回路の例の作成

監視回路は、手動で設定された4つのクロスコネクト(XC/XCVT)を使用します。 ノード1の2つの
XCは、スロット2のDS1-14カードのポート1と2からスロット5と13のOptical Carrier-48(OC-
48)カードに接続し、ノード2と3のXC/XCVTは、スロット5と13のOC-48カード8から8に8に4に
接続接続します。モニタリング回路はTEST2と呼ばれます。トポロジは、モニタリング回路がリ
ングを迂回する発信パスとリターンパスを示します。

注：監視回路（単方向回路）は自動的には作成されません。手動で設定する



ノード3で監視回路の手動設定を開始します。最初のXCは、スロット2のDS1-14カードのポ
ート1から、スロット5のOC-48カードのポート1に接続します。正確なパスは、スロット2、
ポート1、STS 1、VT 1からスロット5、ポート1、STS 1、VT 1です。

1.

ノード2の2番目のXCを手動で設定します。XCは、スロット5のOC-48カードのポート1から
、スロット13のOC-48カードのポート1に接続されます。正確なパスは、スロット5、ポート
1、STS 1、VT 1、スロット13、ポート1、STS 1、VT 1です。

2.



ノード1で3番目のXCを手動で設定します。XCは、スロット5のOC-48カードのポート1から
、スロット13のOC-48カードのポート1に接続されます。正確なパスは、スロット5、ポート
1、STS 1、VT 1、スロット13、ポート1、STS 1、VT 1です。

3.

XCの作成中に、次に示すようなアラームが生成されます。アラームLOSおよびAIS-VTを無
視します。

4.



ノード3で最終的なXCを手動で設定します。XCは、スロット2のDS1-14カードのポート2か
ら、スロット13のOC-48カードのポート1に接続します。正確なパスは、スロット2、ポート
2、STS 1、VT 2からスロット13、ポート1、STS 1、VT 1です。

監視回路が作成され、ループバックが実施され、ポートがインサービスになった後、ステッ
プ4で説明したアラームがクリアされます。

5.



テストセットで生成されたアラームもクリアされます。

テストを実行して、モニタ回路が完了したことを確認します。ノード3で、スロット2の
DS1-14カードのポート2の物理ループを削除すると、AISアラームが表示されます。

6.



ネットワークビューからモニタリング回線を確認できます。

すべてのアラームがクリアされます。

7.



   

これで、モニタリング回線を設定する手順は完了です。回線はリングの監視に使用できます
。

関連情報

Cisco ONS 15454 Installation and Operations Guide, Release 3.1●

Cisco ONS 15454トラブルシューティングおよびメンテナンスガイド、リリース3.1●

Cisco ONS 15454リリースノート●

ONS 15454製品に関するサポートページ●

テクニカルサポート - Cisco Systems●
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